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オノマトペの伝達上の価値⑵
― 物語テクストにおける日独語対照 ―
乙　政　　　潤
〈Kurze Inhaltsangabe〉
  Hier wird beobachtet, in welcher entsprechenden Form das japanische Onomatopoetika 
im Erzähltext in der deutschen Übersetzung wiedergegeben wird.
  Alle japanischen Onomatopoetika bestehen in einem lautmalenden Wort, während ein 
Teil der deutschen Onomatopoetika in einem lautmalenden Wort bestehen und der größte 
Teil davon in einer Ableitung aus diesem besteht.
  Das japanische Onomatopoetika in der deutschen Übersetzung kann entweder subjektiv 
durch ein deutsches lautmalende Wort wiedergegeben werden （Typ ① und Typ ①＇） oder 
durch ein deutsches nicht-lautmalende Wort wiedergegeben werden; durch ein Adverb （Typ 
②-1）, durch ein Adverb + Verb （Typ ②-2）, durch ein Verb （Typ ②-3） und durch ein 
Substantiv （Typ ②-4）.
  Typ ① : Ein donnerndes „Y-a-a-h!“ auf den Lippen, stürmte Gonnosuke los.（„Y-a-a-h!“ ist 
ein lautmalendes Wort, das aus der japanischen Sprache entlehnt ist.）
  Typ ①＇ : Plötzlich kam von der Veranndatür her ein knackendes Geräusch; . . . 
（knackend < knacken < knack）
    Typ ②-1: .Schreiend und windend vesuchte sich Otsu zu befreien.
       ②-2: . . . zwei Lanzen flogen durch die Luft und . . .
       ②-3: Sie schloss die Tür hinter sich zu.
       ②-4: Hundegebell hallte durch die Berge.
  In manchen ins Deutsche übersetzten Texten wird das originale japanische 
Onomatopoetikon sogar durch eine entsprechende deutsche Äquivalenz nicht 
wiedergegeben, weil sie vom Übersetzer als redundant empfunden wird wie
	 	 Typ ③: Endlich	schoss Musashi	den	Berghang	hinauf	wie	ein	wilder	Eber.
  Hier macht das Verb hinaufschießen den Gebrauch einer deutschen Äquivalenz des 
japanischen Onomatopoetikums （Tap, tap, tap!） überflüssig.
  In manchen anderen ins Deutsche übersetzten Texten wird das japanische 
Onomatopoetikon nicht extra durch eine Äquivalenz im deutschen Text wiedergegeben, 
entweder, weil es schon im originalen Text von einer äquivalenten Erklärung begleitet ist 
und im übersetzten Text nur diese wiedergegeben ist, wie:
  Typ ④: Es	klang,	als	würde	eine	Flasche	entkorkt,	und	die	Erde	färbte	sich	rot.
  Oder weil der Gebrauch des Plusquamperfekts die zeitliche Angabe „im Nu“ im 
originalen Text, die im Japanischen durch ein Onomatopoetikon vertreten ist, überflüssig 
macht wie:
  Typ ⑤: Sand flog nicht mehr durch die Luft. Jotaro¯ war ［im Nu］ verschwunden.
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2 ．本　　論
2⊖2．原文オノマトペの独訳における再現
　前号の考察から明らかになったのは次のような事実である。日本語が場面を描写するにあたっ
て目指すのは事態に個別的に対応することであって，そのために送り手はつねに受け手の感覚に
直接訴えかけようとする。この志向を実現するために用いる効果的な表現手段の代表格がオノマ
トペである。日本語のオノマトペはすべて，音模倣を契機として成立した感覚的で情緒的な性格
の始源的オノマトペ ― 第一義的なオノマトペ ― である。ところが，ドイツ語の場面描写は日
本語と正反対に事態を普遍的・客観的に描写することを目指す。そこで送り手はつねに受け手の
感覚に直接訴えかけることを避けて，言葉を尽くして正確な概念的内容を受け手の頭のなかに再
現しようと努める。このように日本語と正反対な描写を志向するドイツ語が場面描写において音
模倣を契機として成立した感覚的・写実的な性格の始源的オノマトペに手をのばすことはまず考
えられない。
　日本語のオノマトペはすべて音模倣を契機として成立した始源的な性格のオノマトペである。
ドイツ語にもむろんこの種のオノマトペは存在する。しかしドイツ語には，1⊖3で記したように，
それ以外の契機によって成立した種々のオノマトペが存在する。私はそれらのオノマトペを一括
して「第二義的なオノマトペ」と呼んだ（乙政 2009, 11）。第二義的なオノマトペは造語手段の
助けを借りて第一義的なオノマトペから派生された。ところが，造語手段は記号表現 signifiant
と記号内容 signifiéが恣意的に結びつけられて成立した言語記号であるから，造語手段には言語
記号として，第一義的なオノマトペに見られるような記号表現と記号内容の結びつきの自然さが
ない。それゆえ，造語手段の力を借りて成り立っている第二義的なオノマトペは，その分だけ記
号表現と記号内容の結びつきに自然さが失われている。それは第二義的なオノマトペが恣意性を
何よりの特徴とするふつうの言語記号に近づいたということを意味する。（ソシュール 1963, 92f.; 
de Saussure 1967, 80）。
　日本語の物語テクストは，事態を描写するにあたって一々の場面に個別に対応しようとしてつ
ねにその場にもっとも適合する具体的な表現手段を志向し，そのため受け手の感覚に直接訴えよ
うとして感覚的な表現手段，すなわち第一義的なオノマトペに手をのばす傾向が著しい。他方そ
れの独訳は，事態を描写するにあたって常に普遍的・客観的であろうとして，いつも言葉を尽く
して，場面の内容を受け手の頭のなかに概念として再現しようと努める傾向が著しい。したがっ
て，独訳で事態を再現するのに第一義的なオノマトペを用いる可能性は低い。
　しかし，独訳に第一義的なオノマトペを用いる可能性が低いからと言って，そのことが直ちに，
日本語のテクストにおいて第一義的なオノマトペによって表されている事態が独訳において全く
度外視されてしまうことを意味するわけではない。翻訳が起点言語 Ausgangsspracheで述べら
れた内容を目標言語 Zielspracheで等価の表現として再現することを意味する（川島 1994, 
1056）以上，日本語のテクストにおけるオノマトペがドイツ語のテクストではドイツ語のオノマ
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トペ以外の言語手段で再現されることは大いにあり得るからである。オノマトペ以外のいかなる
形でも再現されないときはじめて，起点言語としての日本語におけるオノマトペが目標言語とし
てのドイツ語において無視されたと言うことができる。
　今号でも，ドイツ語のあとに添えた訳語ないし語源的説明は，とくに断らない限り『郁文堂　
独和辞典』から借りた。また，日本語の語義の説明も，とくに断らない限り『広辞苑』から借り
る。
2⊖3．独訳におけるオノマトペ再現のタイプ
　今号では，日本語の物語テクストにおけるオノマトペが独訳においてどのような形式で再現さ
れているかという問題を特に取り上げて考察する。その準備として，前号で考察した（例 8）か
ら（例 20）までの 13個の例文を形式を手がかりに独訳におけるオノマトペ再現のタイプに分類
してみよう。
　論理の筋道から言うと，日本語の物語テクストにおけるオノマトペの独訳における再現は，ま
ず下のように二分される。
 ①　原テクストにおけるオノマトペが独訳においてもオノマトペを使って再現されている場合
 ② 　原テクストにおけるオノマトペが独訳においてはオノマトペでない単語を使って再現され
ている場合
　先号で挙げた全 13例のうち①にあてはまるのは（例 13）ただ一つである。
（例 13）
と，その時，縁側の戸が，がたっと鳴った。（I‒82）
Plötzlich kam von der Verandatür her ein knackendes Geräusch; . . .（50）
（突然，ベランダからドアが打ちあたる音が聞こえた。）
第二義的なオノマトペ „knackend“ は擬声・擬音語 „knack!“ から派生された自動詞 „knacken“ の
現在分詞であり，同じく第二義的なオノマトペ „Geräusch“ は擬声・擬音語 „rauschen“ から派生
された名詞である。
　②の分類は「オノマトペでない単語」を品詞別に分類することによってさらに下位区分が可能
である。日本語のオノマトペは「と」を伴って副詞として扱われるか，「と」を伴わないで名詞
として扱われるかであるから，「オノマトペでない単語」の下位区分はまずは副詞から始まる。
次に名詞が続く。
②⊖1：副詞的用法の形容詞／副詞／副詞句による再現
（例 11）
背にも肩にも嗚
おえつ
咽の波を打ちながら，お通はひしと千年杉の幹を抱きしめるよう
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な気持ちでいた。頬の涙を，樹の皮
かわはだ
膚へこすりつけた。（I‒163）
Ihr Rücken und die Schultern bebten, als sie schluchzte. Fest an den Baumstamm geschmiegt, 
rieb sie ihre tränenüberströmten Wangen an der rauhen Borke. （97）
（彼女の背中と肩は，彼女がむせび泣くと，震えた。幹にしっかりと身をすりよせて，彼女
は涙に濡れた頬を粗い樹皮にこすりつけた。）
（例 15）
土足のまま，どやどやと上がってきた。（I‒44）
Rücksichtslos stürmten die Männer in den Haupttrakt. （26）
冒頭におかれた „rücksichtslos“ 「がむしゃらな」の品詞は形容詞であるが，この場合は副詞に転
用されて述語動詞 „stürmen“ を修飾している。
（例 16）
お杉は，分家の婿の顔へ，じろりと，眼をやって，…（183）
Starr blickte Osugi ihren Schwiegersohn an. （110）
（お杉は彼女の娘婿をじっと見据えた。）
冒頭の „starr“ 「こわばった」が形容詞であって副詞に転用されているのは上とおなじ。 „jn. 
starr ansehen“ で「或る人をじっと見据える」の意味で使われる。
（例 18）
大聖寺の鐘が鳴る。
七宝寺のかねも鳴る。
夜が明けると早々から，午過ぎも時折，ごうんごうんと鳴っていた。（I‒72）
Vom Daisho¯ji und vom Shippo¯ji läuteten die Glocken. In gemessenem Rhythmus hatte das 
Geläut kurz nach der Morgendämmerung eingesetzt, und jetzt ― lange nach Mittag ― ließ 
es sich ab und zu immer noch vernehmen. （44）
（大聖寺から，そして七宝寺から鐘が鳴った。鐘の音は悠々としたリズムで夜が明けるやす
ぐに始まった。そして，正午をとっくに過ぎた今もまだときどき聞こえた。）
「ごうんごうん」をオノマトペを使わずに説明すれば，たしかに「悠々としたリズムで」という
表現になるであろう。ここに，事態にできる限り感覚的に即応して描写しようとする日本語の表
現様式と，できる限り輪郭のはっきりした概念語を連ねて事態を客観的に描写しようとするドイ
ツ語の表現様式のあいだの対照的な違いが見られる。日本語のネイテイブが「ごうんごうん」か
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ら十分に感得するのどかな雰囲気は，ドイツ語のネイテイブには独訳のように言い換えてはじめ
て理解される。
②⊖2：名詞による再現
（例 9）
― ぎゃつッ。／彼の影が，典馬の背へ，重なるように跳びかかったと見えた時に，黒樫の
木剣から，血が噴いて，こうもの凄い悲鳴が聞こえた。（I‒50）
Er sprang Temma auf den Rücken. Blut spritzte an der Spitze seines Holzschwerts auf, und ein 
Schrei, der einem das Blut in den Adern gerinnen ließ, hallte gellend durch die Nacht. （30）
（彼は典馬の背中に跳びかかった。血が彼の木剣の先から吹き出した。とたんに，人の血管
の血を凍らせる悲鳴が夜の闇を通して甲高くこだました。）
　原テクストの「ぎゃつッ」が „ein Schrei, der einem das Blut in den Adern gerinnen ließ“ （人の
血管の血を凍らせる叫び）という句によって説明的に言い換えられている。ちなみに „Schrei“ の
語源は „lautmalend“ （擬声［擬音の］）ではない。
（例 14）
お通は，…わっとそのまま樹の幹へ，顔も胸も押しあてて泣き出した。（I‒162f.）
Sie preßte Gesicht und Brust dagegen und brach in ein Klagegeheul aus. （97）
（彼女は顔と胸をそれに押しつけて，嘆きの号泣へと爆発した。）
オノマトペ「わっと」によって表されている泣き声の大きさと激しさがドイツ語では
Klagegeheulという合成名詞（Klage「嘆き」，Geheul「泣きわめくこと」）で再現されている。 
„ausbrechen“ 「突発する」は「わっと泣き出す」の再現を in ein Klagegeheulとともに分担して
いると言うべきであろう。例えば „in die Tränen ausbrechen“ 「わっと泣き出す」
②⊖3：動詞による再現
（例 8）
ふっ！…／お甲の息が，短檠の明かりを消した。（I‒41）
Dann blies sie die Lampe aus und . . . （24）
（彼女はランプを吹き消した）
　ドイツ語の動詞は複合的な意味の動詞が多い。そのため，ドイツ語の動詞に比べて日本語の動
詞は「概念的」であるとか，「単独で用いると，意味を訴える力が弱い」（読本 119）とか言われ
る。 „ausblasen“ は「吹き消す」と訳されるが，この「吹き消す」は複合動詞である。そこには
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すでに「吹く」が含まれており，これが息の音「ふっ！」を含意している。原テクストのオノマ
トペが独訳では動詞の形で再現されていると考える所以である。
（例 10）
寝ている者の抱いている木剣を，彼女が取りのけようとするのと，がばっと，武蔵が刎ね起
きたのと，一緒だった。（I‒42）
. . . und griff hinüber, um sein Holzschwert fortzunehmen.／Im selben Augenblick, da sie es 
berührte, sprang Takezo¯ auf und schrie: . . . （24）
（彼の木刀を取りあげようとして向こう側へ手をのばした。彼女がそれに触れた瞬間，武蔵
は飛び上がって叫んだ。）
動詞 „aufspringen“ が表す「さっと起き上がる」は行為に「がばっと」いう音が伴うことを含意
している。
（例 12）
大手の唐橋をずかずかと沢庵は先に立って渡って行くのである。（I‒204）
Takuan schritt voran über die breite Brücke, die sich in schönem Bogen über den Burggraben 
spannte. （119）
（沢庵は先に立って，美しい弓形を描いて堀にかかっている幅広い橋の上を落着いた足どり
で歩いていった。）
述語動詞 „schreiten“ は雅語で「（落着いた足取りで）歩く」を意味するから，「ずかずか」の
持っている「荒々しく無遠慮」というニュアンスを完全に再現しているとは言えないけれど「物
おじしないで」というニュアンスは表していると考える（前号の解説を訂正）。
②⊖4：付加語形容詞＋名詞による再現
（例 20）
朝である。七宝寺の山で，ごんごんと鐘が鳴りぬいた，何
い つ
日もの刻
とき
の鐘ではない，約束の三
日目だ。（I‒145）
Obwohl um diese Jahreszeit morgens für gewöhnlich nicht die Tempelglocke geläutet wurde, 
tönten ihre tiefdrönenden Schläge durchs Dorf und hallten fern in den Bergen wider. Heute 
war der Tag der Entscheidung, der Tag, an dem Takuans Frist ablief, . . . （86）
（この季節に普通は朝寺の鐘は撞かないのに，鐘の腹に低く鳴り響く音が村中に響き渡った。
そしてはるかの山々にこだました。今日は決着の日だ。沢庵の約束の期限が切れる日だ。
…）
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„ihre“ は女性名詞 „Tempelglocke“ を指す。Schlägeが「鐘の音」（複数形なので「ごんごん」と
いう重語形式に相応している）にあたるので，「ごんごん」はむしろ tiefdrönend「低く鳴り響
く」によって表現されていると言うことができる。
②⊖4：名詞＋動詞による再現
（例 17）
その小鳥の生肉を裂いて，むしゃむしゃ喰べていると，…（I‒198）
Er riß ihn （den Vogel: der Verfas.） auseinander und schlug die Zähne in das warme Fleisch. 
 （116）
（彼は小鳥を引き裂いて，そのまだ温かい肉にがぶりと食いついた。）
„die Zähne in etw. schlagen“ （歯を或る物に［例えば肉などに］くい込ませる）は動物が獲物な
どにがぶりと噛みつくことを表す成句的表現である。
（例 19）
武蔵のすがたを見たらばと，かねて合図してあったのか，鐘楼からはごんごんと鐘が鳴った。
 （I‒96）
Die Tempelglocke schlug Alarm und verkündete weithin, daß Takezo¯ entdeckt worden sei. 
 （57）
（寺の鐘が非常呼集をかけた。そして武蔵が見つかったことを広く遠方まで公式に報せ
た。）
„Alarm schlagen“ は成句で「非常呼集をかける」（『小学館独和大辞典』）と訳されるので，その
際の鐘の音が（例 18）のように「悠々としたリズム」であり得ないことは自明である。オノマ
トペ「ごんごんと」は直接的に再現されていないけれども， „Alarm schlagen“ （非常呼集をかけ
る）に反映されていると言えよう。
　③原文におけるオノマトペが独訳においてはいかなる単語によっても再現されていない場合
　これに当たる例は前号の 13例のなかには発見できなかった。
　以下ではこれらのタイプにあてはまる例文を収集してそれらの内部構造と機能をくわしく考察
して行こう。
2⊖2⊖1．タイプ①－オノマトペを使った再現
　前節で「独訳で事態を再現するのに第一義的なオノマトペを用いる可能性は低い」と用心深く
述べたのは，ドイツ語の物語テクストで第一義的なオノマトペが用いられる可能性がまったく閉
め出されている訳ではないからである。むしろ，物語テクストのハイライト・シーンのためには
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とっておきの貴重な表現手段である場合がありうる。（例 21）は棒術の達人夢想権之助が槍を
持った真田の浪人たちと丸木橋の上で対決する場面であるが，純正なドイツ語の第一義的なオノ
マトペでなくて日本語からの借用であるとはいえ，第一義的なオノマトペが用いられている。
（例 23）
「うわっ」／吠えた権之助は，翳
かざ
し上げた杖から風を起こして，一方の槍へ，われとわが五
体を，たたきつけるように，飛びかかって行った。（VII‒377）
Ein donnerndes „Y-a-a-h!“ auf den Lippen, stürmte Gonnosuke los. （1053）
（雷のとどろくような「ヤー」を口にしつつ権之助は突進した。）
原テクストの「翳
かざ
し上げた杖から風を起こして，一方の槍へ，われとわが五体を，たたきつける
ように」は独訳では省略されている。 „losstürmen“ は „losrasen“ と同じとされ， „in Richtung 
auf jmd., etw. rasen“ （或る人／或るものにむかって疾走する）（Duden	in	10	Bdn., 2460）を意味
するから，原テクストの「風を起こして」や「われとわが五体を，たたきつけるように」という
ニュアンスは „losstürmen“ の基礎動詞 „stürmen“ 「突進する」から由来すると考えられる。した
がって，原テクストの大胆な短縮には根拠が認められると考える。
　訳者は権之助の気合「うわっ」を武術のシーンではなじみになっている「やーっ」で置き換え
た。しかし，これとても音模倣を契機とする第一義的なオノマトペである。したがって，この例
は感覚的で直接的な描写を志向する原文テクストのオノマトペをドイツ語でも，借用語とはいえ，
第一義的なオノマトペを用いて訳した珍しい例である。このように客観的描写に重きを置くドイ
ツ語においても，音源を第一義的なオノマトペによって再現するのが最も手近で誤解のない道と
考えられた場合は第一義的なオノマトペが用いられる。
　下は舟島における武蔵と巌流小次郎の対決の場面である。
（例 24）
「― あッつ」／巌流は頭上の長剣で，大きく宙を斬った。／その切っ先から，敵の武蔵が
額を締めていた柿色の手拭いが，二つに断れて，ぱらっと飛んだ。（VIII‒333）
„Y-a-a-h!“ Ganryu¯s Schwert fuhr kreischend durch die Luft. Der Schlag ging daneben, doch die 
Sitze der „Trockengestange“ durchschnitt Musashis Stirnband, das durch die Luft flog. （1168）
（「やァーッ」。巌流の剣はキーンという音を立てて空を切った。その一撃は的を外れた。け
れども，「物干し竿」の切っ先は武蔵の鉢巻を両断した。鉢巻は空中へ飛んだ。）
　原テクストの第一義的なオノマトペを独訳ではドイツ語の第二義的なオノマトペを用いて再現
している例は多い。音源の再現に第二義的なオノマトペが用いられた場合は，第二義的なオノマ
トペが第一義的なオノマトペから派生されたために，第一義的なオノマトペの持つ直接的で感覚
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的なニュアンスが減殺されて，一般語彙に近くなっている。次の例のように，描写の直接性は，
日本語の第一義的なオノマトペの場合（「と」とともに使われる場合も含めて）に比べていちじ
るしく減殺され，間接性・客観性を帯びてくると言わなければならない。
（例 25）
持っていた木剣は，…（中略）…ぐわんと男の脳天を打っていた。（IV‒181）
. . . und ließ das Schwert auf den Schädel des Dieners niedersausen. （582）
（そして［彼は］木剣を召使いの頭にびゅーと音をさせて落下させた。）
オノマトペ「ぐわんと」は自動詞 „niedersausen“ 「びゅーと音を立てて落下する」と作為動詞 
„lassen“ 「～させる」の合成によって再現された。 „niedersausen“ はそこに含まれている 
„sausen“ が「びゅーん（ごーっ）とうなりを上げて進む」を意味する擬声（擬音）語由来の自動
詞であるから，この部分は原文の第一義的なオノマトペをドイツ語の第二義的なオノマトペを
使って再現した例である。
（例 26）
構えてはいたが ―／又，せつなを外さず，繰手を伸ばしはしたが。／「しえっッ ―」／
と，喉でわめいたのみで，完全に，杉蔵は空を突いてしまった。そして途端に，体ぐるみ自
分へぶっつっかって来た権之助と，折り重なったまま，／― どさっ／と崖へ尻もちついた。
 （VII‒377）
Sugizo¯ streckte den Arm, um die Waffe zu schleudern, verpaßte aber den rechten Augenblick. 
Ein Krächzen löste sich aus seiner Kehle, als der Schaft mit der Klinge durch die Luft fuhr. 
Gonnosuke sprang ihn an, Sugizo stürzte auf den Rücken, und Gonnosuke lag auf ihm. （1053）
（杉蔵は武器をいきおいをつけて［投げつけんばかりに］突きだしたが，適正な瞬間を逸し
た。槍の穂が柄もろとも空を突いたとき，しわがれ声が彼の喉からしぼり出された。権之助
は彼に跳びかかった。杉蔵は仰向けに倒れた。そして権之助は杉蔵の上に乗っていた。）
「しえっッ」は『広辞苑』にも『日本国語大辞典』にも採録されいないし，「日本最大」を誇る
『日本語オノマトペ辞典』にも採録されていないので，私が偶成的オノマトペ okkasionelle 
Onomatopoetikaと名付けた著者の創作したオノマトペ（乙政 2009, 21f.）であると考えるが，こ
れは独訳では „Krächzen“ で再現されている。 „Krächzen“ は自動詞 „krächzen“ （［烏などが］か
あかあ［があがあ］）鳴く；比喩の意味では，咳をする）の名詞化であるが，語源的には間投
詞 „krach!“ （ばりっ，めりっ，がちゃん，がたん，どしん［物が砕けたり落ちたりする音］）に
由来するオノマトペである。
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2⊖2⊖2．タイプ②－副詞的用法の形容詞／副詞／副詞句による再現
（例 27）
ひいっ，お通は思わず悲鳴をあげた。／身を床
ゆか
にもがいて暴れた。そして，彼の歯をもぎ離
そうとするほど，彼の歯の尖
さき
を肉へ深く入れてしまった。（V‒151）
Schreiend und windend versuchte sich Otsu¯ zu befreien, was jedoch nur zur Folge hatte, daß 
er noch fester zubiß. （697）
（悲鳴を挙げながら，そして体をくねらせながら，お通は逃れようとした。けれどもそれは
彼がなおいっそうしっかりと噛みつく結果を招いた。）
2⊖2⊖3．タイプ③－動詞／動詞＋副詞（句）による再現
　日本語のオノマトペはたいてい副詞である。分離動詞は基礎動詞に前轍を加えた複合動詞であ
るから，前綴に原テクストに含まれるオノマトペの意味を間接的ながらも再現する力が備わって
いる。
（例 28）
ぴしゃっと戸をしめると，…（後略）（I‒28）
Sie schlug die Tür hinter sich zu, und . . .（後略）（14）
（彼女は扉を後ろ手でぱたんと閉めた。…）
動詞 „zuschlagen“ は「（ドア・窓などを）ばたんと閉める」を意味し，原文のオノマトペ「ぴ
しゃっと」が表している音源を含意している。
（例 29）
― ぴゆっ。／ぷすんっ。／麦畑の真ん中へ，二本の槍が飛んで来て，土へ深く突っ立った。
吉岡方の者が，上から投げつけた槍である。（IV‒348f.）
. . . zwei Lanzen flogen durch die Luft und bohrten sich aufrecht mitten ins Feld. （642）
（2本の槍が空を切って飛んで畑の真ん中にまっすぐに突き刺さった。）
槍が空を切って飛ぶ音を模倣したオノマトペ「ぴゆっ」は動詞「飛ぶ」fliegen＞ flogと副詞句
「空を切って」durch die Luftによって再現されている。また，槍が地面に突き刺さる音を模倣し
たオノマトペ「ぷすんっ」は動詞 sich bohrenと副詞 aufrecht「まっすぐに」によって再現され
ている。
（例 30）
いきなり彼は，お通の肩と左の手頸をかたく摑まえた。そして着物の上から ― 彼女の二の
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腕のあたりを，がぶっと，深く噛みついた。（V‒151）
Mit diesen Worten packte er sie bei der Schulter und an ihrem linken Handgelenk und grub 
seine Zähne durch den Ärmel fest in ihren Oberarm. （697）
（こう言ったかと思うと，彼は彼女の肩と左の手頸をつかんで，袖を貫いて歯をしっかりと
彼女の上膊へくい込ませた。）
動詞 graben＞ grubは「或る物を或る物にくい込ませる」を意味するから，この場合，オノマ
トペ「がぶっと」は歯が上膊へくい込むときの音よりも勢いと様態を表していると言うべきであ
る。着物の上から噛んだのであるから，なおさら音は聞こえにくい。訳者が擬声語を使って再現
しなかったのは当然である。
（例 31）
転がり合ったせつな，権之助の杖は左手にあった。杉蔵が跳ね起きようとする時，彼の右手
の拳は，杉蔵の顔の真ん中を，一撃で突き凹
へこ
ました。／ぐわっ／面部のどこからか血をふい
て，歯ぐきを剥
む
いて見せた顔は，実際，凹んだように見えた。（VII‒377f.）
Als Sugizo¯ versuchte, sich zu erheben, krachte ihm Gonnosukes Rechte ins Gesicht. Sugizo¯ 
zeigte die Zähne, aber die Wirkung war lächerlich, denn sein Gesicht war bereits eine blutige 
Masse. （1053）
（杉蔵が起き上がろうと試みたとき，権之助の右手が彼の顔にバキッと音を立てた。杉蔵は
抵抗したが，効果はばかばかしいほどわずかであった。というのも，彼の顔はすでに血まみ
れの塊だったから。）
原テクストでは「顔の真ん中を，一撃で突き凹
へこ
ます」という描写とオノマトペ「ぐわっ」とに
よって再現されている権之助の行為は，独訳では自動詞 „krachen“ （ばりっ［めりっ・がちゃ
ん・がたん・どしん］と音を立てる）と副詞句 „ins Gesicht“ によって再現されている。
　原テクストの冒頭の陳述「転がり合ったせつな，権之助の杖は左手にあった」は省略された。
この陳述は，原テクストで杉蔵との格闘に勝った権之助が立ち上がり，「来いっ」叫んで「杖を
4 4
，
次の者に備える」場面のための伏線として必要なのであるが，簡潔を旨として当面の描写に専心
しようとするドイツ語の記述態度からするとなくもがななのであろう。
　„Sugizo¯ zeigte die Zähne“ の „die Zähne zeigen“ は „jm. die Zähne zeigen“ という成句で，「或る
人に抵抗する」の意味である。原テクストの「歯ぐきを剥
む
いて見せた顔」という陳述と紛らわし
いが，これは彼の顔の状態に関わる陳述ではない。同じように „lächerlich“ も「おかしい」という
意味ではない。「（ばかばかしいほど）わずかの」という意味である。彼の顔に関する記述は訳文
の „denn“ 以下にしか現れて来ない。
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2⊖2⊖4．タイプ④－名詞による再現
　音模倣を契機とする第一義的なオノマトペはドイツ語にも存在する。動物の鳴き声はドイツ語
でも第一義的なオノマトペによって表される。けれども，だからと言って犬の鳴き声がいつも 
„wau! wau!“ で表されるとは限らない。犬が吠えることを表す動詞は ”bellen“ であり，犬の吠え
声を表す名詞は „Gebell“ である。どちらもオノマトペではなくてふつうの語彙である。
（例 32）
わんッ！／わん，わん，わんッ！／突 ― 犬の声だった。（VII‒116）
Hundegebell hallte durch die Berge. （963）
（犬の長い吠え声が山々を通って響いた）
„Hundegebell“ は „Hund“ （犬）と „Gebell“ （［犬の長い］吠え声）の合成名詞である（„-e“ はつな
ぎのための綴）。 „Gebell“ という名詞は古高ドイツ語の „bellan“ を語源とする擬音（擬音）語由
来の動詞 „bellen“ から派生された。 „Gebell“ に含まれる前綴 „Ge-“ が動作の反復を表すので，こ
の名詞は吠え声が単発ではないことを含意している。
　なお，原文の「突 ― 犬の声だった」は送り手の説明であって，ここにも「突」という擬態語
（「だしぬけなさま」を表す）が使われている。したがって，原文が事態の単純な客観的描写では
なくて，感覚的人格を有する送り手・語り手の主体的な立場からする主観的描写であることが
はっきりと認められる。これに反して独訳は，犬の吠え声を名詞化しただけではなく，述語動詞
に „hallen“ 「鳴り渡る」を用い，なおかつ „durch die Berge“ という副詞句で「鳴り渡る」場所を
規定しているし，さらに細かく見れば， „Berg“ が複数形で用いられていて，吠え声が峰から峰
を渡って響いて行くことまで表されている。そこには巨細の情報がすべて盛られている。そして，
原テクストに認められる送り手・語り手の主体の影は一切認められず，全体が申し分ない客観的
描写になっている。
（例 33）
― びゅっ！／どこかで弦音がした。／武蔵の抜き放った刀の刃風のようにもそれが聞こえ
て，…（後略）（IV‒330）
Dem lauten Schwirren von einer Seite folgte unmittelbar darauf auf Musashis Seite das 
Aufblitzen eines Schwerts, das die Luft durchschnitt. （635）
（一方の側からひゅーっという高い音がした直後に，武蔵の側で空気を両断する刀のひらめ
きが続いた。）
„Schwirren“ は自動詞 „schwirren“ 「（矢・弾丸などが）ひゅーっと音を立てて飛ぶ」の名詞化で
ある。ドイツ語辞典は，動詞 „schwirren“ の語源を低地ドイツ語の swirrenに由来する擬声（擬
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音）語であると記した上で，意味を „1a） eine helles, zitterndes Geräusch hervorbringen, hören 
lassen . . .: 1b） mit schwirrendem （1a） Geräusch fliegen: . . .“ （高い，震える音を立てる  . . .:1b）
高い，震える音を立てて飛ぶ：…）としている。
2⊖2⊖5．タイプ⑤－オノマトペの無視
（例 34）
木の枝の折れる響きがしたと想うと，その下から ― きゃっと，生きものの絶命と血しおが
刎ねあがった。（II‒30）
Zusammen mit den Krachen von Zweigen und Ästen ertönte ein schriller Todesschrei. （525）
（大枝や小枝がめりめりと折れる音とともにけたたましい断末魔の叫びが響いた。）
原テクストにおけるオノマトペ「きゃっと」は独訳では再現されていない。「けたたましい断末
魔の叫び」がある以上，そのうえに「きゃっと」をドイツ語でも再現することは訳者にとっては
まさに余剰と思われたであろう。原文の「木の枝の折れる響き」がかえって第二義的なオノマト
ペ „Krachen“ によって再現されているが，これは独訳者にはとくに第二義的なオノマトペの使用
とも感じられなかったであろう。
（例 35）
チチ，チチ，チチ…／天守閣の廂の裏に，燕のさえずりが聞こえだした。（I‒211）
Endlich hörte er eines Tages, wie die Schwalben unter den Dachvorsprung des Turms zurück-
kehrten. （123）
（ついに彼はある日，燕たちが塔の屋根の張り出し部の下へ戻ってきたのを聞いた。）
事実は，武蔵は燕たちが元の古巣へ戻ってきたことを燕たちのさえずりを聞くことによって知っ
たのであるが，それを縮約的に表現して，「武蔵は燕たちが元の古巣へ戻ってきたことを聞い
た」とした。ドイツ語が好む縮約的表現である。事態を客観的・合理的に描写しようとするドイ
ツ語散文の精神は，同時に剰余を省こうとする。「聞いた」という言葉はさえずりを自明の前提
としている。自明の前提は省略することができる。否，省略しなければならない。ましてや，さ
えずりの模倣であるオノマトペの「チチ，チチ，チチ」においておや。かくして，オノマトペ
「チチ，チチ，チチ」は無視されてしまい，独訳においてはいかなる言語手段によっても再現さ
れなかった。
（例 36）
― た，た，た，たッ。／武蔵が，不意に，山裾から里へむかって，野
や
猪
ちよ
のように駈け出し
たからである。（IV‒347）
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Endlich schoß Musashi den Berghang hinauf wie ein wilder Eber. （641）
（ついに武蔵は山の斜面を野生の雄豚のようにすごい速さで登って行った。）
自動詞 „hinaufschießen“ は「すごい速さで上がって行く」を意味するから，この意味にはその運
動に足音が伴うものやら伴わないものやら，一切言及されていないと言うべきである。その意味
では独訳のこの動詞は不十分だということになるのであるが，訳者としては，武蔵が「野
や
猪
ちよ
の
ように駈け」て行くことが眼目なのであって，足音に重点を置いて描写するには及ばないと考え
られたのであろう。そこで，原文のオノマトペは独訳においては無視されてしまった。
（例 37）
櫂の木剣が，ぶんと上がったのである。六尺ちかい武蔵の体が，四尺ぐらいに縮って見えた。
足が地を離れると，その姿は，宙のものだった。（VIII‒333）
Das Holzschwert erhob sich hoch in die Luft. Mit einem mächtigen Tritt schnellte Musashi in 
die Höhe und riß die Beine an den Körper, so daß aus der sechs Fuß großen Gestalt plötzlich 
eine vier Fuß kleine wurde. （1168）
「櫂の木剣が，ぶんと上がったのである」という原テクストにおける描写は，独訳では „Das 
Holzschwert erhob sich hoch in die Luft“ （木剣が高々と空に上がった）となっていて，オノマト
ペ「ぶんと」は度外視されている。事実は，武蔵が木剣を振りかざすと同時に高く跳び上がった
のであるが，擬音語を使った描写のこころは「ぶんと」でもってむしろ跳び上がったいきおいを
も表現することにあると思われる。この推測が当たっているとするなら，そのいきおいは „Mit 
einem mächtigen Tritt‶ （強力な一蹴りで）に含意されていると言えよう。だとすれば，独訳に
おいてオノマトペ「ぶんと」がないがしろにされるのは，むしろ当然であるように思われる。
（例 38）
【構えてはいたが ―／又，せつなを外さず，繰手を伸ばしはしたが。／「しえっッ ―」
／と，喉でわめいたのみで，完全に，杉蔵は空を突いてしまった。】そして途端に，体ぐる
み自分へぶっつっかって来た権之助と，折り重なったまま，／― どさっ／と崖へ尻もちつ
いた。（VII‒377）
【Sugizo¯ streckte den Arm, um die Waf fe zu schleudern, verpaßte aber den rechten 
Augenblick. Ein Krächzen löste sich aus seiner Kehle, als der Schaft mit der Klinge durch die 
Luft fuhr.】 Gonnosuke sprang ihn an, Sugizo¯ stürzte auf den Rücken, und Gonnosuke lag auf 
ihm. （1053）
（【杉蔵は武器を振り回そうとして腕を伸ばした。しかし，適切な瞬間を逃してしまった。】
権之助は杉蔵に跳びかかった。杉蔵は仰向けに倒れた。そして権之助は杉蔵の上に乗っかっ
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ていた。）
原テクストの第一義的なオノマトペ「しえっッ ―」を含む部分はすでに（例 26）において考察
したので，ここでは考察から除くことを示すために【　】で囲んである。残りの部分の描写はき
わめて即物的である。権之助が杉蔵に跳びかかり，二人はそのままの姿勢で倒れた。それは地響
きを伴ったと思われる。「どさっ」と言うオノマトペはその直接的な描写である。しかし，「杉蔵
は仰向けに倒れた」という独訳はそれに伴う音響を一切顧慮していない。すなわち，この場面の
描写において原文のオノマトペは無視されている。
（例 39）
砂はもうそこへは降って来なかった。城太郎はどこへ行ったか，忽然と影もない。／颯々。
颯々。／真っ暗な風が時折，笠置のいただきから颪
お
ちてくる。（II‒143f.）
Sand flog nicht mehr durch die Luft. Jo¯taro¯ war verschwunden. Windstöße fegten fauchend 
von den Gipfeln des Kasagi-Gebirges herab. （641）
（もはや砂は空を飛んで来なかった。城太郎は姿を消してしまった。突風が笠置山脈の頂か
らふーと唸りながら吹き下ろしてきた。）
姿を消したのだからそれは突然の出来事に決まっている，という訳であろうか。オノマトペ「忽
然と」は言葉に再現されなかった。しかし，動詞 „verschwinden“ のドイツ語辞典の説明は „sich 
aus jmds. Blickfeld entfernen u. dann nicht mehr sichtbar sein“ （ある人の視界から遠ざかって，
それから見えなくなる）であるから，「突然」が含意されているとは言い切れない。辞典の例文
も der Zug verschwand in der Ferne（列車が遠くに見えなくなった）／die Sonne verschwindet 
hiter den Wolken（太陽は雲の後ろに隠れる）／der Zauberer ließ allerlei Gegenstände verschwinden.
（魔法使いはあらゆる物の姿を消した）などで，「突然」が必ず含意されていることを推測するこ
とは難しい。ただ，時称が過去完了であるから，送り手が注意を向けたときには城太郎はすでに
姿を消していた訳で，事態の変化が送り手によって突然認識されたのだという説明はつく。事態
の認識が突然であったことは前後の記述から受け手に分かるので，独訳者はオノマトペ「忽然
と」を無視できると判断したと考える。しかし，他方で独訳は原テクストのオノマトペ「颯々。
颯々。」を擬声（擬音）由来の „fauchen“ （［猫などが怒って］ふーと唸る；〘比〙風がひゅーと鳴
る）を用いて再現している。ここでも独訳者が原テクストのオノマトペを何が何でも無視しよう
としている訳ではないことが窺える。
（例 40）
と，その時。／はっと，息づまるような顔をした。彼方のひょろ松の陰から，緋の旗でも流
れて来るように巌流のすがたが駈けて来たのである。大きな業物のぬり鞘が陽を刎ね返し，
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銀狐の尾のように光って見えた。／…ざ。ざ。ざッ。／武蔵の足は，まだ海水の中を歩いて
いた。／早く！／と彼が念じていたのも空しく，巌流の姿は水際まで駆け寄っていた。
 （VIII‒324）
Als Ganryu¯ einem roten Wimpel gleich von seinem Platz unter der Fichte heruntergeschossen 
kam, blitzte die Sonne auf der blanken Scheide seines Schwertes.／Sasuke mußte an die Lunte 
eines Fuchses denken. Beeilt Euch! Die Worte zuckten Sasuke durch den Kopf, doch Ganryu¯ 
stand bereits am Rand des Ufers. （1165）
（巌流が赤い長旗にも似て唐檜［とうひ］の下の彼の席からこちらへ向かってすごい勢いで
走り降りて来た時，太陽が彼の剣のぴかぴかの鞘に反射した。／佐助は思わず狐の尾を連想
した。急げ！　この言葉が佐助の頭にひらめいた。けれども，巌流はすでに波打ち際に立っ
ていた。）
（例 40）の描写は（例 41）で武蔵が海中に降りたって歩き始めたあとに続く。巌流が波打ち際
まで走り出たとき，武蔵はまだ岸には到着していなくて，なお海中を歩いている。「急げ！」と
いう佐助の必死の祈りがそのことを暗示している。独訳者にしてみれば，読者はこの言葉一つで
状況をはっきりと了解したはずである。この上になお言葉を尽くして武蔵がまだ海水の中を歩い
ることを述べるのは余剰 Redundanz以外の何ものでもない。（例 40）におけるオノマトペは余
剰性を避けようとする独訳者の文体上の配慮の巻き添えを食って，結果的に反映されなかった。
（例 41）
左右の袴の裳
もすそ
を，高く掲げていた武蔵は，その弾みに，海水の中へ，軽く跳び下りていた．
／飛
しぶき
沫も上がらないほど，どぼっと，脛
すね
の隠れるあたりまで。／ざぶ！／ざぶ！／ざぶ…／
かなり早い足で，武蔵は，地上へ向かって歩き出した。／引っ提げている櫂の木剣の切っ先
も，彼の蹴る水
みなわ
泡と共に，海水を切っている。（VIII‒323）
In diesem Augenblick sprang Musashi, der sich den Hakama auf beiden Seiten hochgezogen 
hatte, leichtfüßig ins Wasser und landete so schwerelos, daß das Wasser kaum aufspritzte. 
Rasch durchmaß er dann die verbleibende Strecke, und sein Holzschwert durchschnitt die 
Gischt. （1165）
（この瞬間に，袴を左右に高くたくし上げておいた武蔵は，軽快な足取りで海の中へと跳び
降りた。そして，海の水がほとんど飛沫を上げないほど軽やかに底に足を着けた。それから
すばやく彼は陸までの残りの距離を測った。そして彼の木刀は波の飛沫を二つに切ってい
た。）（1165）
船から跳び下りて海水の中に立った武蔵が次にとった行動は，原文では海水の中を陸地へ向かっ
て歩くことであったが，訳者はそれを「陸までの残りの距離を目測する」ことに変更した。目測
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したあと武蔵が陸地を目指して海水のなかを歩き始めたことは，「そして彼の木刀は波の飛沫を
二つに切っていた」という記述で明かであるから，この部分だけを誤読したとは考えられない。
やはり訳者としては陸上の目標をしっかりと見定めてから歩き始めるという記述がこの場面には
よりふさわしいと考えたのであろう。記述の変更に伴ってオノマトペ「ざぶ！／ざぶ！／ざぶ」
の再現は無用となってしまった。訳者による原文の変更は，翻訳に関する重要な諸問題の一つと
して別に扱わなければらないであろう。
2⊖2⊖6．原テクストにおけるオノマトペの言い換え
　日本語の原テクストからしてオノマトペの使用を避け，付加語形容詞と名詞によって言い換え
ている場合が見られた。言い換えた原因はさまざまである。（例 42）では，斬り合いの場面が続
くので，その都度オノマトペを使って一々直接的・感覚的に描写することはかえってテクスト全
体を単調にするばかりか，通俗化するおそれすらあるので，作者が意図して間接的な描写を企て
たと考えられる。
（例 42）
どうっと，続いて人数の一部がそこへ降りたと思うと，そこでまた，思わず耳を掩うような
絶鳴が二声ほど走った。崖の下にへばりついていた武蔵が，自分に倣って向こう見ずに飛ん
だ者を，下で待ち伏せていたように斬ったのである。（IV‒348f.）
Die beiden Männer, die ihm nachgesetzt hatten, sprangen blindlings hinter ihm her. Eine 
Sekunde später gellten zwei gräßliche Todesschreie zum Himmel, . . . （642）
（彼のあとを追ってきた二人の男は盲目的に彼のあとを追って跳んだ。一瞬遅れて二つの
ぞっとするような甲高い断末魔の叫びが空へと響いた。）
　なお，この描写で「下で待ち伏せていたように斬ったのである」という絶鳴の原因の説明が省
略されいることに注意したい。崖を先に飛び降りた武蔵が追いかけて飛び降りた二人の敵を待っ
ていて斬ったという自明の行為は描写されないで省略され，結果だけが悲鳴の描写によって示さ
れている。もともとドイツ語は結果の描写に力点を置き，結果に至る過程の描写は省いてしまう
のが一般に認められる傾向であるが（乙政 2007; 44, 106），その傾向がここにも認められる。
　音模倣するための適当なオノマトペが日本語の語彙に見つからないため，言い換え的な表現で
すませる場合もある。
（例 43）
【持っていた木剣は，…（中略）…ぐわんと男の脳天を打っていた。】／みみずの鳴いたよ
うな，かすかな呻
うめ
きを鼻血といっしょに洩らして，若い男は柳の樹の下でヘロヘロと仆れた。
 （IV‒181）
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. . . und ließ das Schwert auf den Schädel des Dieners niedersausen. Blut sprang dem jungen 
Mann aus der Nase, und mit einem kaum hörbaren Seufzer sackte er unter einem Weidenbaum 
zusammen. （582）
（【そして［彼は］木剣を召使いの頭にびゅーと音がするほど激しく落下させた。】血が若い
男の鼻から跳んだ。そして男はほとんど聞き取れないほどの吐息を洩らしながら柳の木の根
元に崩れ落ちた。）
オノマトペ「ぐわんと」を含む最初のセンテンスはすでに上で（例 25）として考察したので
【 】で囲んである。続くセンテンスに含まれる「みみずの鳴いたような，かすかな呻
うめ
き」はオノ
マトペで表したい事態であるのに適当なオノマトペがないため，比喩で言い換えた。しかも，貧
しい少年を邪険に扱う若い衆を揶揄するために諧謔的な比喩で言い換えた。翻訳者はこの諧謔を
看過した。そして， „mit einem kaum hörbaren Seufzer“ 「ほとんど聞き取れないほどの吐息で
もって」という中立的な表現で再現した。また，後半部に含まれるオノマトペ「ヘロヘロ」は
「へなへなで威力がないさま」を表し，ここにも作者の諧謔が響いているけれども，翻訳者はそ
のようなことは意に介せず，無視してしまった。
　当該の文脈のために特別に作者が創作したと考えられるオノマトペ（偶成的オノマトペ）は説
明がないと受け手に理解されないことが多い。
（例 44）
どぼッと，栓の飛んだような音がして，血しおが宙を染めた。（II‒218）
Es klang, als würde eine Flasche entkorkt, und die Erde färbte sich rot. （218）
（あたかも瓶のコルク栓を抜くような音が響いて，大地は赤く染まった。）
「栓の飛んだような音がして」という言い換えがその説明である。なお，続く「血しおが宙を染
めた」の独訳は失敗である。首が刎ねとばされた以上，浪人の頸からは血しおが噴水のように空
中に吹き出なければならないのに，「大地は赤く染まった」では表現がはなはだ締まらない。こ
の箇所は英訳でも  “There was a sound like the popping of a cork, and the ground turned red.”（The	
best	Senes, 33）となっているので，英訳の誤りをそのまま引き継いだと思われる。
2⊖2⊖7．要約的独訳
　ドイツ語は場面を描写するに当たって，日本語と正反対に事態を普遍的・客観的に描写するこ
とを目指す。送り手は受け手の感覚に直接訴えかけることを避けて，言葉を尽くして正確な概念
的内容を受け手の頭のなかに再現しようと努める。この志向はドイツ語の場面描写においてもう
一つ別の形をとって現れる。それは事態の要約的な描写である。その場合，ドイツ語は簡潔で抽
象的な表現を志す。
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　下は武蔵と吉岡一門との対決において，武蔵が松の大木の梢に潜んで鉄砲で自分を狙う男を石
を投げて命中させ，墜落させる場面である。
（例 45）
松の細かい葉を通って，火縄の火がチラ ― とこぼれた。武蔵の肱
ひじ
が大きな円を描いたのは
その咄
とっ
嗟
さ
であった。手の裡
うち
に握られていた石は唸りをあげて，線香ほどに見える火縄の光へ
ぴゆっと飛んで行った。／― みりっと樹の小枝の裂ける響きと，あっと其処でいった叫び
とが一つになって，霧の上から地面へ一個の物体を勢いよく抛り出した。勿論それは人間で
ある。（IV‒328）
Während die Funken von der Lunte sprühten, hatte Musashis Arm einen Bogen in der Luft 
beschrieben. Der Stein, den er schleuderte, traf die Lunte genau und mit ungeheurer Kraft. 
Der Schrei des Musketenschützen vermischte sich mit dem Lärm der brechenden Äste, als er 
herunterstürzte. （634f.）
（火縄の火花が飛び散っているあいだに，武蔵の腕は空中で弧を描いていた。彼が投げつけ
た石は火縄にもの凄い勢いで正確に当った。マスケット銃の射手の叫び声は枝の折れる音と
混じった。その瞬間に彼は墜落した。）
上の描写の独訳では「火縄の火がチラとこぼれる」ありさまが直接的には再現されないで，「火
花が飛び散っている」の「飛び散っている」 „funkeln“ という動詞に含意されて再現され，「石が
唸りをあげて飛んで行く」際の「ぴゆっと」は「勢いをつけて投げる」 „schleudern“ という動詞
に含意されて再現され，「みりっと」樹の小枝の裂ける響きは „Lärm der brechenden Äste“ 「枝
の折れる音」という名詞に含意されて再現されている。しかし，原文の一切のオノマトペを普遍
的な概念を表す名詞あるいは動詞に含めて間接的に再現するドイツ語の表現技法は，その方針を
徹底した結果，「霧の上から地面へ一個の物体を勢いよく抛り出した。勿論それは人間である」
という叙述までも簡約的な表現に短縮してしまった。「その瞬間に彼は墜落した」はこの短縮の
結果である。しかしこの短縮は訳者の手抜きなのではなくて，冷静で客観的な描写態度を貫いた
結果なのである。
　訳者が事態を要約的に描写するばかりか，事態が進展する順序に注釈を加えることがある。緊
迫した事態の進展を叙するテクストに訳者の注釈が加わることは日本人読者のあまり歓迎しない
ところであるが，客観的で冷静な叙述を物語テクストにも求めるドイツ人読者にとってはさほど
抵抗を感じさせないと思われる。むしろテクストのよりよき理解という観点からは歓迎されるこ
となのかもしれない。
（例 46）
すると，いつのまにか，その雪の舞う空間を縮めて，傳七郎の足が前へでていた。そして刀
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の先に，彼の意志が，ビクとうごきかけた。／― ぎゃっッ！／武蔵の刀は後ろを払ってい
たのである。その刃は，彼の背後から這い寄って来た太田黒兵助の頭を横に薙ぎ，ジャリッ
と，小豆袋でも斬ったような音をさせた。／大きな鬼
ほほずき
燈みたいな頭が，武蔵の側を勢いよく
よろけて，傳七郎の方へ泳いで行った。その歩いて行った死骸につづいて，武蔵の体も咄嗟
に ― 敵の胸を蹴飛ばしたかと思われるほど高く跳んでいた。／四方の静
し じ ま
寂を 劈
つんざ
いて
「ア ― ああっッ」亀
ひ び
裂のはいった声だった。傳七郎の口からである。満身から発した気合
いが，途中でポキッと折れたように，宙へその一声が掠
かす
れて行ったと思うと，彼の巨
おお
きな体
が，後ろへよろめき，どっ ― と真っ白な雪しぶきに包まれた。（IV‒116f.）
Denshichiro¯s Füße schoben sich Zoll um Zoll vor. Die Spitze seines Schwertes bebte vor 
Willenskraft und Begierde, endlich eine Bewegung zu machen.／Dann wurden mit zwei 
Streichen eines einzigen Schwertes zwei Leben ausgelöscht. Als erstes griff Musashi nach 
rückwärts an, und O¯taguro Hyo¯sukes Kopf oder zumindest ein Teil desselben segelte gleich 
einer riesigen, tiefroten Kirsche an Musashi vorbei, während der Leib leblos auf Denshichiro¯ 
zuwankte. Der folgende Entsetzungsschrei, Denshichiro¯s Angriffsschrei, wurde in der Mitte 
abgeschnitten; der abgebrochene Laut hing dünn im Raum. Musashi sprang so hoch, als hätte 
er bereits in Brusthöhe seines Widersachers zum Sprung angesetzt. Denshichiro¯s mächtiger 
Körper wirbelte nach hinten und stürzte, daß der weiße Schnee aufstäubte. （555）
（傳七郎の足は一寸きざみに前へ押し出された。彼の刀の尖は意志の力と，敵とついに出会
いを果たしたいという欲求で震えた。次の瞬間，ただ一本の刀の二なぎで二人の人間が殺さ
れた。最初の一なぎとして武蔵は背後を攻撃した。すると太田黒兵助の頭は，あるいは少な
くとも頭の一部は，真っ赤な巨大なさくらんぼうのように武蔵の側を通りすぎた。そして胴
は生命を失って傳七郎めがけてよろよろと倒れかかった。それにつづく驚愕の叫びは，それ
は傳七郎の攻撃の叫びであったのだが，途中で切り取られてしまった。切り取られた声はう
すくあたりの空にただよっていた。武蔵は敵の胸の高さまで跳ぼうとして助走したかと思わ
れるくらい高く跳んだ。傳七郎の大きな体は後ろへよろめいてから激しい勢いで転倒した。
白い雪が舞い立った。）
　独訳の波線をつけた部分は原文にない。テクストの理解を助けようとする訳者のコメントであ
る。 „Als erstes“ の部分は性が腑に落ちない。 „Streich“ （m. -［e］s, -e［剣などで］切りつけるこ
と）にあわせて „als erster“ とすべきだと思う。訳はそのつもりで訳した。
　以上がテクスト『宮本武蔵』から集めた例文を手がかりに考察した，日本語の物語テクストを
ドイツ語に翻訳した場合の日本語オノマトペの扱いに関する考察である。考察から，日本語の物
語テクストのドイツ語訳におけるいろいろな手法が明らかになった。とくに原テクストにおける
オノマトペが独訳の際にまったく無視される現象は，原則なしに起っているわけではないことが
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分かってきた。独訳の際にオノマトペが無視される現象を整理して，そこに筋道を見いだすのが
今後の課題である。
 （未完）
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